
   生涯学習センター小松島市立図書館雑誌スポンサー制度実施要綱 

 

 （趣旨） 

第１条 この要綱は，生涯学習センター小松島市立図書館雑誌スポンサー制度（以下「雑 

 誌スポンサー制度」という。）の実施に関し，小松島市印刷物等有料広告掲載取扱要綱

（平成１８年告示第９号）（以下「要綱」という。）に定めるもののほか必要な事項を定め

る。 

 （目的） 

第２条 雑誌スポンサー制度は，生涯学習センター小松島市立図書館（以下「図書館」と

いう。）で配架する雑誌 

 のカバーを広告媒体として民間事業者等に提供し，地域経済の活性化を図るとともに， 

 図書館の新たな図書資料等を確保し，もって市民の図書館利用サービスの向上を図るこ 

 とを目的とする。 

 （雑誌スポンサー制度の内容） 

第３条 雑誌スポンサー制度は，民間事業者等が図書館に備え付ける雑誌の購入代金を負 

 担し，その雑誌の最新号のカバーに広告を掲載することにより，図書館の利用者の閲覧 

 に供する制度をいう。 

 （雑誌スポンサー及び広告の対象） 

第４条 雑誌スポンサーは，企業及び個人の事業者，公共的団体又はこれに類する者，そ 

 の他小松島市教育委員会（以下「教育委員会」という。）が適当と認めるものを対象と 

 し，個人を対象としない。 

２ 雑誌スポンサーが，次の各号に該当する場合は対象としない。広告の掲載中にこれら 

 に該当するに至った場合も同様とする。 

 （１） 法令等に違反し，又は違反するおそれのある事業を行うもの 

 （２） 公の秩序若しくは善良の風俗に反し，又は反するおそれのある事業を行うもの 

 （３） 風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律（昭和２３年法律第１２２ 

  号）第２条に掲げる営業に該当する事業を行うもの 

 （４） 消費者金融に係るもの  

 （５） 賭博・ギャンブル（宝くじに係るものを除く）に係るもの 

 （６） 法律に定めのない医療類似行為に係るもの 

 （７） 暴力団又は暴力団員若しくは暴力団員と密接な関係を有すると認めるに足りる 

  相当の理由のあるもの 

 （８） 市税等を滞納しているもの  

 （９） 小松島市建設業者等指名停止等措置要綱（令和６年６月１日施行）に基づく指 

  名停止業者等に該当するもの 

 （１０） その他，スポンサーとなる業種及び業者として，適当でないと認められるも 



  の 

３ 広告の内容は，図書館の公共性，社会的信頼性を損なうおそれのないものとし，要綱 

 第４条に該当するものは，対象としない。  

 （広告掲載期間）  

第５条 広告の掲載期間は，原則として要綱第１７条に規定する小松島市広告掲載審査委 

 員会（以下「審査委員会」という。）を経た後に教育委員会が掲載を決定した月の翌月 

 から３月３１日までとする。ただし，期間満了の２か月前までに，図書館又は雑誌スポ 

 ンサーのいずれかの解約の意思表示がない場合は，同一条件にて１年間更新するものと 

 し，その後も同様とする 

２ 雑誌スポンサーからの年度途中での取りやめは認めない。 

 （雑誌スポンサーの申込） 

第６条 広告掲載を希望する者は，別に定める雑誌リストに掲載された雑誌の中から広告 

 掲載を希望する雑誌を選定し，生涯学習センター小松島市立図書館雑誌スポンサー申込 

 書（様式第１号）に掲載しようとする広告の原稿，その他教育委員会が必要と認める書 

 類を添えて教育委員会に提出するものとする 

２ その他雑誌スポンサーの募集について必要な事項は，教育委員会が別に定める。 

 （広告の内容審査及び雑誌スポンサーの決定） 

第７条 教育委員会は，前条の規定による申込みがあったときは，当該広告案について， 

 審査委員会の審査に付するものとする。ただし，過去に掲載の決定を受けた広告と同一 

 内容による申込みについては，審査に付さないことができる。  

２ 教育委員会は前項の審査を経た申込みについて，雑誌スポンサーの可否を決定し，生 

 涯学習センター小松島市立図書館雑誌スポンサー承諾（不承諾）通知書（様式第２号） 

 をもって，申込者に通知するものとする。  

 （覚書の締結） 

第８条 前条第２項の規定による承諾通知書を受け取った申込者は，速やかに覚書（様式 

 第３号）を締結しなければならない。 

 （広告掲載の責務） 

第９条 雑誌スポンサーは，掲載した広告の内容に関する一切の責任を負う。 

2 第三者から，掲載された広告に関連して損害を被った旨の請求がなされた場合は，雑 

 誌スポンサーの責任及び負担において解決すること。 

3 広告原稿の作成経費は，雑誌スポンサーの負担とする。 

 （広告内容の変更） 

第１０条 雑誌スポンサーは，雑誌に表示した広告の内容を変更しようとするときは，事 

 前に教育委員会に申し出て，変更の内容について承諾を得なければならない。 

 （提供雑誌の支払い及び納入） 

第１１条 雑誌スポンサーは，提供雑誌の購入代金を，教育委員会が指定する雑誌納入業 



 者に直接支払うものとする。 

２ 提供雑誌の購入代金は，指定された期日までに一括で前払いするものとし，価格変動 

 により過不足が生じた場合は年度末に精算するものとする。 

３ 振込手数料等支払いに必要な経費は，雑誌スポンサーの負担とする。 

４ 提供雑誌が当該表示期間中に休刊，廃刊となったときは，教育委員会と協議の上，別 

 の雑誌に広告を振り替えるものとする。 

 （雑誌スポンサーの決定の取消し） 

第１２条 教育委員会は，次の各号のいずれかに該当するときは，雑誌スポンサーの承諾 

 の決定を取り消すことができる。 

 （１） 提供する雑誌の購入代金を指定期日までに納入しないとき。 

 （２） 生涯学習センター小松島市立図書館雑誌スポンサー申込書に記載した内容に瑕
か

 

  疵
し

又は虚偽が判明したとき。 

 （３） 前２号に掲げるもののほか，雑誌スポンサーとしてふさわしくない行為があっ 

  たと教育委員会が認めるとき。 

２ 雑誌スポンサーが教育委員会の指定する雑誌納入業者へ支払った雑誌購入費は，前項 

 の規定による決定取消しにかかわらず返還しないものとする。 

 （雑誌の所有権） 

第１３条 雑誌スポンサー制度によって配架された雑誌は，すべて図書館に帰属するもの 

 とする。 

 （その他） 

第１４条 この要綱の実施に関し必要な事項は，教育委員会が別に定めるものとする。 

   附 則 

 この要綱は，令和６年６月７日から施行する。 


